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アンケートのまとめ

講演「安全とは何か、

ＫＹトレーニングに学ぶ」について

・「気をつけて」では何も伝わらない。「～だから

～に気をつけて」と具体的に、親が子を見るよ

うに伝えることが大切であるということ。

･何をどうするかという対策をしっかりたてなけれ

ばいけない感じた。

･相手に勝手に通じていると思う勘違いをしない

ようにしなければと思った。

・｢気をつけて｣では何も始まらないという事。

･ポイントを決めて作業者と話をし一緒に考える。

･あら探し、指摘のみでは駄目。

･作業標準を用意し、問いか けパトロールが大

切。

･心の扉を開いてもらう。

･指摘の仕方は、３つ褒めてから、１つ叱ること。

・人の意見をくさらせないで、聞くこと。ほめた上

で、指摘する。ほめて、心を開いた状態にして

から、話しをする。当たり前のことだが 、なるほ

どと感心した。

・「仲間の身も自分が守る。」ことが大切であると

感じた。そのためには、相手のことを考える「心

遣い」が大切であると感じた。ＫＹとは別に、印

象的 な言葉は、「 ３回褒めてか ら１回 指摘す

る」。研修の中でこれが一番心に残ったことで、

なるほどと感じました。人とのつきあいでは、こ

の言葉が一番大切であると感じた。

・パトロールの在り方について、「指摘だけでは

ダメ！対策を一緒に考えること」が印象的であ

った。我々のパトロールでは、できていないと思

いました。職場を黙って訪れ、あら探しをし、後

から上司から指摘される。これからは、提案型

のパトロールを心がけたい。

・やる気が大切（プロ意識を持ってもっ とやる気

を出さないと駄目）。誉めてやるパトロールをす

る。（誉めてやると人間は心を開く）。「気を付け

て」では何もならない

・グループワークが今までにない内容で印象に

残りました。

・今回の講演は前回と同様に「安全」というテー

マですが、また別の視点に立ったお話で身近

に感じました。特に印象に残ったのは、具体的

にということです。「気を付けて」では何に気を
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付けなければならないのかわからない。「○○

しなさい」で はなぜしなければならないのか判

らない。ＫＹトレーニングでも、自分自信、曖昧

な表現が実に多いことに気付きました。

・安全通路の 概念が当社と大きく違っていたこ

と。

・自分の 身は、自分で守る、仲間の安全も考え

る、会社（組織）が安全の上で成り立つこと。

・法令によって保護されていてもそれが完全で

は無く、最終的には自分の身は自分で守らな

ければならないということ。指示は具体的に出

さないと受けた側との齟齬が生じるということを

思い知った。

・私生活や仕事の中でも言葉足らずなために遠

回りしたケースは幾つも経験しています。しか

し、こと安全については遠回りややり直しはあり

ません。正確に意志を伝えることの大切さを感

じました。

・相手に理解させるという事をいわれていました

が、これがなかなか難しいことで自分が理解し

ていないと理解させられないと思いました。具

体的に指示をせよというのはその仕事にたけて

いないと出来ないし又職場の全員がそういった

方向で相互注意のなんたるかをベクトルを合わ

せやることが大事であると思います。あと安全

に対しての伝承もいわれていましたが、技術の

伝承だけを考えてもいけないと思いました。

・災害が発生したときの安全担当者の苦悩を伺

い知ることができた。特に重大災害が起こった

際の家族への対応、職場のムードの 低下、各

担当者に対するプレッシャーなど、色々な影響

の大変さを考えると、「災害は本当に誰も得をし

ないしみんなが損をして悲しい思いをする。」と

いうことが印象に残った。また、「青信号で道を

渡っていても車にひかれて死んでしまえばそれ

でおしまい。」の話、身近で単純な例だけどまさ

にその通りだと思った。

・単純に「気をつけて」では意志が通じないという

事例を聞いて、日常の業務でも同じことであり、

重要なことと思いました。

・前回と同様に「自分の身は自分で守る」が安全

の基本であることを改めて痛感しました。例え

ば、いくら法規が歩行者優先でも轢かれてしま

ってはもともこも無い。自分の 身は自分で守る

ことが大切ということが印象に残っています。ま

た、最後の方に話されていた「人は皆大事で一

人として死んでいい人なんていないのだ」という

ところも強く印象に残っています。

・今まで災害は、個人の不注意が主と思ってい

ましたが、職場の雰囲気（規律）による影響が

あるとは想像もしていなかったので非常に有意

義であった。

ＫＹトレーニング４Ｒ法をみなさんの職場で

どのように活用されますか

・日常の何気ない行動のなかにも災害の種が潜

んでいないかどうか、一度振り返ってみようと思

いました。

・現場の朝礼で短時間で実行できる、｢ＳＫＹＴ ｣

や｢一人ＫＹ｣を担当する現場に推進していきた

いと思っています。

・テストセンターの作業は、非定常作業が多く、

また客先の立会があるため危険の予知は重要

です。テスト前ＫＹは以前から実施していました

が、より具体的な表現で危険を確認することが

重要である思いました。今後は、テスト前のＫＹ

でもより具体的な表現で危険予知を行いたいと

思いました。

・今回実習した事で、部署内で見落としていた

細かな点に気がつくようになった。部署内では

未だ２Ｓの徹底が甘いので、危険点などを例に

出しながら改善を図るようにしていきたい。

・当たり前の日常の中にも危険は潜んでいること

を認識し、もう一度 当たり前 を見直す必要性" "

を痛感しました。

・所属する部署内で、週ミーティングの時間に

ＫＹＴ４ラウンド法をやってみます。私の職場で
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はほとんど経験のない人が多いので１ラウンド

を重点的にやって、危険に対する感度を磨い

てもらおうと思います。

・いわゆる事務部門ではありますが、仕事を行う

上で作業の 段取りだけでなく安全面も考慮す

べく、特に１Ｒを参考にしていきます。

・ＫＹＴの基礎を実習し、大まかな流れは判った

のですが、これを職場にもち帰りＫＹＴのリーダ

ーとして活用できるレベルには無いと思いま

す。また、職場としてもＫＹＴに縁の無い職場で

ある為、本社の事務部門にどのように活用すべ

きか考えてみます。

・危険要因と現象の把握、危険ポイントの追求は

ＫＹチェックならずとも本質をとらえるという意味

で良いトレーニングとなりました。現場の朝礼の

最後に安全目標の唱和があります。今度 現場

の人に「こんなの知ってる？」と話しをしてみよ

うと思います。

・ＫＹＴはいままで幾度となくやってきましたが、

なかなかうまく続いていません。こういった人を

巻き込んで、職場ぐるみあるいは会社ぐるみで

やらないと続かないし又長期的にやれる方法

をみんなで考え全員参加できるよう取り組みた

い。

・現地工事における、業者への日々の安全指導

に 活用したい 。業者に 対する具体的なＫＹ手

法の指導や、自らが 簡易ＫＹを行いその作業

における安全のポイントを指摘改善することに

用いたい。

・ＫＹＴをもっと簡素化した手法で、整理・整頓を

するためにどのようにすれば良いかということを

実施したい。

・ＫＹ Ｔはこれから業務をはじめる前に自らがで

きる範囲内で 即改善することが必要であるの

で、身の回りで気づいたことが あれば、で きる

範囲での災害防衛策を考え、即実行を心がけ

たい。

・設備稼働しながら改造等行うことが多いので計

画、設計業務に活用したい。

「なくしたものはもどらない、自らが災害を

出さない決意が大切」とありましたが、講

演を聴いたみなさんの決意は

・日常生活に おいても、また非日常的な行動を

起こす時は特に災害は隣り合わせという意識を

もっていきたい。

・現場代理人という職務において、安全というの

は最も重要であり、朝礼等で安全意識を高める

為に、｢本日の作業で危険だと感じる作業につ

いては保護具を身につけ、一人作業を行わな

い｣等の発言をしていましたが、兼松さんの講

義を聴き反省する点が多々ありました。対策が

なく人まかせであり、型にはまった事を並べ言

っているだけでした。今後は熟練した作業者に

もマンネリにならぬよう、気配りをしていこうと思

う。

!!・３回ほめて１回指摘。ゼロ災で行こう！ヨシ

・技術研究所内の無事故無災害が目標ですが、

最低限、自分の部署内は今後とも無事故無災

害であるように努めたい。

・事務所では災害というものの認識が薄くなりが

ちですが、今後は 安全 の意味を掘り下げて" "

常に意識出来るようにしたい。

・危険に対する感度を高めるように努力します。

・安全を自己で確保する。

・歩行者優先でも死んではなにもならない。自分
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が優先という意識は持たず、安全確認する。

・何度もお話の中に出ていた「青信号を渡る際

にも、左右安全確認を行う」など、仕事上だけ

でなく常に危険要素を意識する。

・まず自分の職場と家族から災害を出さない。そ

の為には安全に対する意識の低い職場で労対

委員である私が研修を通して安全の意識を高

めることが重要であると思いました。

・日常は気を付けていることも、間違いやミスをし

た途端に忘れてしまいやすい。よってミスをした

時ほど焦らないことに気を付けます。

・研修会に参加して、あらためて安全の事を考え

させられています。今事務所で仕事をしていま

すが、結構現場にでることの多い仕事なので自

分の目についたことあるいは現場の人と話して

いて得た情報を、自分の中に溜めずに反映さ

せれば良いかと思います。自ら行動するといっ

たことは何も仕事だけでは無いと思います。

・災害は紙一重と思い何事も慎重に作業を行う。

・注意したり指導したりすることはされる側の人間

からすれば非常にうっとうしいものであり、ひと

つ間違えば個人的に嫌われたりするけれど、

誰かが信念を持ってやらなければ職場は変わ

らないし良い状態も持続しない。当たり前の事

であるが、「自分の身は自分で守る、そして自

分の職場からは災害を出さない」という決意が

大切であり、妥協することなく常にこだわってい

きたいと思う。

・椅子を机にいれていなかったり、事務所にもた

くさん危険は潜んでいることを認識しました。日

頃よりちょっとした危険予知を習慣化出来るよう

に心がけたい。

・まず、自分から災害にあわない様、勤務の内外

に係わらず常にＫＹを心がけ気をつけ、また周

りの人たちについても同様にＫＹについて意識

していくよう進めて行きたいと考えています。


